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市の人口

コ（昭和62年8月1日現在）

世帯数55，013世帯（前月比22世帯増）

人ロ170，753人‥（前月比251人増）

ｊ男84，636人………………

女86，117人尚‥‥‥‥‥‥‥‥

放
火
が
4
年
ぶ
り
に
減
少

市消防本部は√この程、ノ昭和62年上半期（1月

～6月）の火災－救急統計をまとめまこした。火災

発生件数は28件で、昨年比で16件もの大幅減少。

こ、れは、4年ぶ引こ放火白（疑い含むｊ）が鎮静化し

たことが理由です。しかしなお、放火が2位以下

を大きく引き離しての、出火原ノ因のトップである

ことには変わりなく、火魔への／油断は禁物です。

一方、救急は交通事故による出動が12年ぶりに減

少。‥半面、急病による出動が大幅に増えました。

火災

不
注
意
に
よ
る

火
災
が
増
加

六
十
二
年
上
半
期
（
一
月
上
八

月
）
に
発
生
し
た
火
災
は
二
十
八

件
。
昨
年
同
期
に
比
べ
て
土
ハ
件

（
三
六
％
）
も
減
少
し
て
い
未
了
。

火
災
の
種
別
で
は
、
建
物
が
二

十
一
件
（
全
体
の
七
五
％
）
と
最
多
。

次
い
で
車
両
の
五
件
、
そ
の
他
の

二
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
期
は

林
野
か
ら
の
出
火
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

昨
年
同
期
に
比
べ
｛
建
物
が
十

一
件
、
林
野
が
｝
件
、
そ
の
他
が

八
件
減
少
し
た
半
面
、
・
車
両
が
四

件
増
え
て
い
毒
丁
。
建
物
火
災
で

最
も
多
い
の
は
居
住
用
住
宅
で
、

全
建
物
火
災
の
六
七
既
十
四
件
）

柴
5
め
て
い
毒
罵

ひ
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
約
一

億
八
千
八
百
万
円
。
昨
年
同
期
の

六
億
七
千
五
百
五
十
万
円
に
比
べ

て
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
面
積

も
千
八
土
牟
方
肩
（
昨
年
同
期

二
于
几
百
八
十
五
平
方
肩
）
で
、
大

幅
に
減
少
。
昨
年
の
損
害
が
大
き

い
の
は
、
東
宇
冶
地
区
で
発
生
し

た
シ
ョ
″
ピ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
の
大

火
が
原
因
で
す
。
損
害
額
が
五
百

万
円
を
超
え
た
火
災
は
四
件
で
、

一
件
減
り
ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
、
死
者

一
人
（
放
火
焼
身
自
殺
）
、
負
傷
者

二
人
（
佻
ぼ
遅
れ
と
消
火
活
動
中

の
も
の
）
と
な
っ
て
い
水
子
。

出
火
原
因
の
上
位
は
、
①
放
火

・
（
疑
い
あ
る
も
の
含
む
十
一
件
）
②

ガ
ス
こ
ん
ろ
（
六
件
）
③
火
遊
び

救急出動の内容別件数

三
件
丁
の
順
。
放
火
が
昨
年
同

期
よ
り
十
二
件
も
少
な
く
、
四
年

ぶ
り
に
減
少
し
た
半
面
、
ガ
ス
こ

ん
ろ
に
よ
る
出
火
が
、
近
年
で
は

最
多
の
件
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

救急

月
平
均
の
出
火
は
四
・
七
件
で

六
月
（
八
件
）
が
最
も
多
く
、
四
月

（
一
件
）
が
最
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
放
火
の
半
数
（
五
件
）
は
、

六
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
減
少

急
病
は
大
幅
増
加

六
十
二
年
上
半
期
の
救
急
出
動

件
数
は
千
五
百
二
十
二
件
。
昨
年

同
期
よ
り
五
十
四
件
（
三
・
七
％
）

増
え
て
い
毒
司

内
容
別
で
は
、
①
急
病
七
百
五

件
②
交
通
事
故
四
百
六
土
ハ
件
③

一
般
負
傷
百
七
十
三
件
－
の
順
。

こ
の
上
位
三
つ
で
、
全
体
の
八
八

％
を
占
め
て
い
毒
了
。

交
通
事
故
は
昭
和
五
十
一
年
以

来
、
十
二
年
ぶ
り
に
減
少
（
昨
年
同

期
よ
り
八
件
の
減
）
。
し
か
し
、
急

病
は
、
五
十
八
年
の
六
百
二
十
五

件
を
八
十
件
上
回
り
、
過
去
五
年

間
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

救
急
出
動
に
よ
る
搬
送
人
員
は
、

千
四
百
九
十
八
人
。
昨
年
同
期
に

比
べ
て
二
十
五
人
（
了
七
当
）
増

え
て
い
ま
す
。
傷
病
程
度
の
内
訳

は
、
軽
症
が
八
百
九
十
人
（
全
体
の

五
九
％
）
、
中
症
が
四
百
十
三
人

（
同
二
八
％
）
、
重
症
が
百
六
十
二

人
（
同
一
一
％
）
、
屍
亡
が
三
十
三

人
（
同
二
％
）
と
な
っ
て
い
、
ま
す
。

な
お
、
不
搬
送
が
百
二
十
九
件

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
同

期
に
比
べ
て
二
十
八
件
の
増
。
全

出
動
件
数
の
八
・
五
％
も
占
め
て

い
ま
す
。

一
日
平
均
の
救
急
出
動
は
八
・

四
件
。
。
最
も
多
く
出
動
し
た
の
は
、

二
月
五
日
の
十
九
件
で
し
た
。
月

平
均
で
は
二
百
五
十
四
件
。
五
月

の
二
百
八
十
二
件
が
最
も
多
く
、

一
月
の
二
百
二
十
五
件
が
最
も
少

上
住
所
を
有
す
る
人
。

2
技
能
者
と
し
て
、
市
内
の

事
業
所
に
5
年
以
上
従
事
し

経
験
年
数
3
0
年
以
上
で
、
い
1
1
ハ

3
極
め
て
拳
れ
た
技
能
を
有

し
、
他
の
技
能
者
の
模
範
と

認
め
身
営
人
。

4
引
き
続
き
そ
の
職
業
に
従

事
す
る
人
並
び
に
同
一
職
業

5
小
規
模
の
事
業
所
で
従
事

し
て
い
る
人
。

〈
対
象
職
種
〉

大
工
職
、
建
築
技
術
職
、
左

官
職
、
土
木
技
術
職
、
建
築
手

伝
職
、
と
び
職
、
屋
根
職
、
畳

職
、
配
管
職
、
削
井
職
、
造
園

職
、
電
気
工
事
職
、
鉄
工
職
、

市
で
は
、
長
年
一
つ
の
職
業
溶
接
職
、
‘
板
金
職
、
金
網
加
工

に
携
わ
り
、
優
れ
た
技
能
夕
修
職
、
鋸
目
立
職
、
茶
缶
製
作
職
、

得
し
た
人
た
ち
の
功
労
を
た
た
塗
装
職
、
看
板
職
、
表
具
職
、

え
、
ま
た
社
会
的
・
経
済
的
地
扇
子
仕
立
職
、
建
具
職
、
指
物

位
や
技
能
水
準
の
一
層
の
向
上
職
、
家
具
製
造
職
、
桶
屋
職
、

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
・
技
能

功
労
者
を
表
彰
し
て
い
ま
ず
。

毎
年
十
一
月
二
十
三
日
の
勤

労
感
謝
の
日
に
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
ず
が
、
今
年
は
第
二
十
三

回
全
国
社
会
人
サ
こ

権
大
会
（
リ
ハ
ー
サ
ル
国
体
）

が
開
か
れ
る
た
め
、
十
一
月
十

五
日
間
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

表
彰
の
対
象
と
な
る
職
種
や

表
彰
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
基
準
な
ど
に
該
当
す
る

人
が
あ
れ
ば
、
同
業
の
団
体
、

商
工
業
者
の
団
体
を
は
じ
め
、

町
内
会
・
自
治
会
や
個
人
か
ら

も
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

〈
表
彰
基
準
〉

1
市
内
に
引
き
毎
奇
蹟
以

竹
細
工
職
、
茶
び
つ
製
作
職
、

陶
工
職
、
石
工
職
、
彫
刻
職
、

漆
工
芸
職
、
写
真
職
、
下
絵
職
、

押
絵
職
、
美
容
職
、
理
容
職
、

調
理
職
、
‘
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
職
、

洋
裁
職
、
和
裁
職
、
刺
し
ゅ
う

職
、
製
茶
職
、
パ
ン
・
菓
子
製

造
職
、
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く
製

造
職
、
自
動
車
整
備
職
、
自
転

車
組
立
職
、
時
計
修
理
職
、
製

靴
職
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
職
、
そ
の
他

市
長
が
適
当
と
認
め
た
職
種
。

＜
≪
薦
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

8
月
2
1
日
嵐
か
ら
9
月
2
1
日

側
ま
で
に
、
交
通
労
政
課
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

▲昨年、陶画の技で受賞

した吉田光雄さん

759

技能功労者の推薦を9月21日まで受け付け

火災・救急統

計

62年上半

期

テレビ広報

さレわやか宇治

ＫＢＳ京都ＴＶ・ＵＨＦ34ｃｈ

8月29日（土）午前11時から15分間

↑年後に迫った

京都国体



1987年（昭和62年）8月21日発行（2）

ト
8
月
2
日
、
午
前
8
時
1
5
分
、
全
日
本
ク
ラ
ブ
女
子
ソ
『

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
始
ま
っ
た
。
開
会
式
で
歓
迎
の
あ
い
Ｊ

つ
を
行
う
池
本
宇
治
市
ｆ

（
8
月
2
日
、
太
陽
が
丘
第
1
野
球
場
で
）

市民総参加で

京都国体を
４
今
年
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
3
0
チ
ー
ム
が
参
加
。
そ
の
内
1
5
チ
ー
ム
が
、

本
市
で
の
開
会
式
に
臨
む

一
年
後
に
迫
っ
た
京
都
国
体
－
。
本
市
で
の
開
催
競
技
で
あ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
と

水
泳
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
、
太
陽
が
丘
で
開
か
れ
ま
し
た
。
八
月
二
日
か
ら
四
日

ま
で
は
「
第
八
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
。
三
十
度
を
超
す

暑
さ
の
中
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
八
月
八
日
と
九
日
に
開
か
れ
た

「
昭
和
六
十
二
年
度
日
本
実
業
団
水
泳
競
技
大
会
」
は
太
陽
が
丘
水
泳
場
で
開
催
。
五
十

‐
公
認
プ
ー
ル
で
は
、
水
し
ぶ
き
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
会
場
近
く
に
は
茶

処
宇
治
に
ふ
さ
わ
し
く
茶
席
や
、
国
体
に
向
け
て
開
発
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
産
品
な
ど
特
産

物
を
並
べ
た
売
店
な
ど
を
設
置
。
茶
席
で
は
、
試
合
を
終
え
た
選
手
や
観
戦
の
家
族
連
れ

が
お
点
前
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
本
番
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
に
、
国
体
ム
ー
ド
は
一
気

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
十
一
月
の
下
旬
（
サ
ッ
カ
ー
競

技
）
に
も
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体
本
番
に
向
か
っ
て
市
民
総
参
加
で
、
一
層
大
会
を
盛聯

ｙ炎天？

プレ

哺
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

も
大
会
に
一
役

▲健闘をたたえ、一人ひとりにメダルをかける

池本宇治市長しニニ＾

▲宇治市歌行進曲などを演奏する

市民吹奏楽団‥

。
一
・
…
…
一
・

一
一
一
一

ｍ
1 9
Ｌ

県
狐
狐
駄
り

．＾Ａ＾ｌ－

響芦ヤ

グリでンアイ
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敬老祝金の支給日程表

▲力強く選手宣誓す

る京都の岩永選手
（8月8日、太陽が

丘、水泳場で）

きＷＷ゛ 1 1 ‘ Ｓ ｀ ・ Ｓ ・ ・ “ ゛ ’

▲力泳する選手（バタフライ）

？

茶
席
ｒ
く
つ
引
ぐ
｛
心
ｆ
係
者
や
市

民

Ｍ ・ ■ ． ｎ － ’ ． ・ ． ・ ・ ’ ・ ’ ． ・ ． ’ ． ・ ． ・ ・ ． ・ ． Ｉ ¶ ’ Ｉ ・ － ・ ． ・ ｜ ｜ ’ ． ・ ｜ ・ ’ ｊ － Ｉ ． ’ ｆ － ’ ． ・ ・ － ・ ． ・ Ｉ － ・ ｚ ・ ｜ ’ ¶ 「

れ た

∧

し宇う樽2
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敬
老
祝
金
を
支
給

8
月
3
1
日
か
ら
市
内
2
1
会
場
で

市
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
市
民

に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
支
給
日
程
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
ど
の
会
場
で
も
お

渡
し
出
来
圭
す
が
、
出
来
る
だ
け

最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、
敬
老
祝
金
の
支
給
に
は

一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。
受
給

対
釜
尼
は
、
事
前
に
敬
老
祝
金

支
給
案
内
の
は
が
き
を
お
送
り
し

毒
司
。
受
給
の
際
に
は
、
そ
の
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

必
ず
押
印
の
上
、
支
給
会
場
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
を
お

忘
れ
の
場
合
は
、
敬
老
祝
金
を
受

給
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
地
域
の
会
場
へ
来
ら
れ

な
い
人
は
、
九
月
八
日
以
降
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
福

祉
課
ま
で
、
は
が
き
持
参
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
し
ぐ
は
、
福
祉
課
（
容
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
（
福
祉
課
）

月日 時間 場所

8／31

（月）

午前9時半

～ｎ時半

六地蔵公会堂

木幡公民館

午後2時

～4時

登り集会所

西岡屋会館

9／1

（火）

午前9時半

～11時半

大和田公会堂

宇治公民館

午後2時

～4時

三室戸集会所

城南荘集会所

9／2

（水）

午前9時半

～11時半

開公民分館

旦椋公会堂

午後2時

～4時

広野公民館

西大久保集会所

9／3

（木）

午前9時半

～11時半

中ノ田集会所

西小倉集会所

午後2時

～4時

伊勢田公民分館

小倉公民館

9／4

（金）

午前9時半

～11時

白川集会所

笠取南部集会所

午後2時

～3時半

喜撰会館

笠取集会所

9／7（月） 午前9時半～ｎ時半 紫ヶ丘公民分館

⑩

お茶とお酒の宇治川合戦

（上）

白
戸
彫
付
の
拙
め
の
こ
と
で
す
・

が
秘
匿
の
捺
印
聡
（
上
筝
の
お
廊
）

が
・
ま
ず
は
ヽ
兪
か
の
参
か
肘
忙

阪
ど
り
ま
し
た
。

「
に
く
き
は
尉
の
4
の
は
や
る

こ
と
ヽ
逮
ご
ろ
は
ヽ
影
の
徽
を
知

ら
な
い
と
ヽ
吟
た
と
か
づ
け
て
ヽ

す諸ｔ人ｙ

で白？の

す殿瓦数字
゜は忙

大に人い
それ
うて

ごく
立ｌれ

腹ｆな

のい
ブＬ＿

「
そ
も
そ
も
、
お
茶
と
い
う
も
の

は
ヽ
耕
參
を
扮
ま
れ
ヽ
4
で
む
さ

れ
、
そ
の
上
、
ほ
い
ろ
の
火
で
あ

ぶ
ら
れ
．
お
ま
け
に
、
�
う
す
で

み
わ
れ
さ
け
ひ
か
れ
る
身
、
我
ら
お
酒
を
そ
し

る
と
は
、
た
だ
で
は
す
ま
さ
ぬ
、

い
ざ
ヽ
か
め
よ
匯
て
ぶ
呑
せ
ん
ご

さ
あ
ヽ
識
田
胱
の
ご
艶
賑
・
Ｊ

さ
あ
ヽ
識
田
胱
の
ご
艶
賑
・
そ

れ
に
聡
う
の
が
匹
尚
の
鰍
私
た
ち
ヽ

叙
い
叙
い
の
駅
だ
る
で
、
ご
ろ
り

ご
ろ
り
と
か
め
よ
せ
て
ヽ
射
野

衣
咆
へ
と
迩
．
つ
て
き
ま
し
た
．

さ
て
ヽ
包
か
を
あ
ら
そ
う
や
か

の
難
は
ヽ
蒙
上
の
票
㈲
の
刑
斟
を

紺
が
亦
に
あ
お
ぎ
’
ｉ
面
や
撤
慰

の
恰
珍
臥
は
も
と
よ
り
ヽ
心
川
や

9
妙
の
斟
洽
か
ら
ヽ
果
乱
の
茶
が

難
っ
て
ヽ
石
筝
町
を
利
販
に
た
て

こ
も
り
ま
し
た
。

恥
る
艇
に
ヽ
「
竪
穴
が
莽
」
’

と
睦
き
つ
け
て
ヽ
参
の
発
の
ぺ
斑

や
参
席
の
欣
竹
が
ヽ
即
ご
ろ
の
お

珍
聡
へ
の
駄
と
し
ヽ
ひ
け
を
と
っ

て
な
る
も
の
か
と
、
影
肘
に
あ
ふ

れ
ん
ば
か
り
の
松
い
で
ヽ
石
筝
町

へ
恥
せ
剽
じ
て
き
ま
し
た
。

争
面
川
の
川
べ
り
ま
で
か
せ
て

き
た
添
付
が
ヽ
鵬
の
肖
を
あ
げ
ま

Ｉ
釦
じ
と
難
付
も
陥
の
蔵
を
あ

げ
ま
し
た
・
剛
か
の
隨
の
蔵
が
ヽ

滋
に
な
え
て
響
き
緻
り
ま
す
・
や

か
川
は
心
か
さ
が
齢
く
ヽ
贈
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
囃
ヽ
識
田
か
の
れ
際
慨
力

が
、
ぶ
に
ま
た
が
り
、
皐
琲
の
製

販
め
が
け
て
ヽ
知
き
ぶ
ん
で
き
ま

し
ぺ
排
布
で
は
・
「
凱
か
い
る
’

か
・
う
す
茶
を
ぺ
ぶ
く
ヽ
た
て
か

け
よ
」
と
こ
拓
が
箭
し
ま
す

と
ヽ
そ
そ
り
（
弔
筝
の
果
）
の
訃

郎
衆
力
が
ヽ
た
ぎ
る
心
の
對
の
ふ

た
を
恥
っ
て
、
猷
い
き
り
莉
な
を

1
り
、
斟
を
は
な
ち
ま
し
た
。

す
る
と
弗
ヤ
服
の
槐
を
磁
ら

れ
、
順
の
恕
ま
で
ぬ
け
て
し
ま
い
、

ご
う
む
の
し
さ
し
も
、
剛
の
者
と
知
ら
れ
た

お
も
、
な
の
あ
わ
に
な
っ
て
、

卜
ぼ
ヽ
＆
Ｌ
〃
』
〆
・
・
ゝ
つ
ｌ
‘
り
″

洽
叫
へ
お
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
大

お
は
～
剃
の
防
刊
一
一
顔
廊
お
の

か
叡
と
な
り
ま
す
パ
歴
史
資
料
館
）

ふるさとむか

し話

市民総参加で京都国体を
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オープンエ

アコンサー

ト

八
月
二
十
二
貝
円
午
撚
時

か
ら
太
陽
が
丘
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、

オ
ー
プ
ン
エ
ア
コ
ン
サ
ー
ド
が
開

か
れ
ま
す
。
第
土
ハ
回
目
か
迎
え

た
今
年
は
、
宇
治
市
・
城
陽
市
・

久
御
山
町
の
中
学
校
と
高
校
十
八

校
が
参
加
。
合
わ
せ
て
約
干
入
の

生
徒
が
熱
演
し
ま
す
。

演
奏
曲
目
は
、
「
踊
り
あ
か
そ

う
」
「
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
イ
シ
ョ
ン
ズ
」

・
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

「
大
脱
走
の
マ
ー
チ
」
な
ど
約
二

十
曲
、
指
揮
は
参
加
高
校
の
牛
徒

が
担
当
し
ま
す
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
エ
ア
コ
ン
サ
ー

ド
は
、
。
地
域
の
中
学
・
高
校
吹
奏

楽
部
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
更

に
市
民
の
皆
さ
ん
に
吹
奏
楽
に
親

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年
夏

休
み
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
二
十
三

日
面
に
順
延
し
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）▲総勢1，000人の大合奏（昨年8月24日、く太陽が丘）‾

今
年
も
秋
の
市
民
文
化
祭
を

大
月
一
日
か
ら
又
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
に
先

駆
け
て
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ｙ
襲
の
部
（
只
1
日
1

お
知
ら
せ

在
宅
障
害
者

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

〈
機
能
回
復
訓
練
〉

総
合
福
祉
会
館
に
あ
る
各
種
医

療
機
器
か
莉
用
し
、
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
曜
日
を
土
曜
日
か
ら
火

曜
日
に
変
更
し
ま
し
た
。

▼
と
き
・
：
8
月
2
5
日
㈹
か
ら
毎

週
火
曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時
、

毎
週
第
ｙ
火
曜
日
は
医
師
の
指
導

▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
対

象
…
医
療
機
関
な
ど
で
治
療
・
訓

練
を
終
え
た
在
宅
障
害
者
▼
指
導

・
：
整
形
外
科
医
・
塩
谷
敏
義
さ
ん

▼
費
用
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
医

師
の
診
断
書
を
添
え
て
随
時
、
社

3
日
唇
＝
・
合
唱
・
合
奏
・
三

曲
・
吟
詠
・
謡
曲
・
民
謡
・
舞
踊

▼
展
示
の
部
（
1
1
月
1
日
四
～

3
『
日
㈲
と
7
日
七
～
1
0
日
心
』

・
：
生
花
・
水
石
・
盆
栽
・
手

会
福
祉
協
議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）

へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

お
ぽ
な
し
会

・
▼
と
き
・
対
象
・
・

｀
・
8
月
2
7
日
俐
、

Ｏ
第
1
回
目
＝
午
後
2
時
半
か
ら
、

小
学
生
以
下
の
1
人
で
聞
け
る
幼

児
が
対
象
○
第
2
回
目
＝
午
後
3

時
半
か
ら
、
小
学
校
低
学
年
の
児

童
が
対
象
▼
と
こ
ろ
…
中
央
図
書

館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な
し
、

読
み
聞
か
せ
、
大
型
紙
芝
居
な
ど

▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
せ

…
中
央
図
書
館
（
容
⑩
1
5
1
1
）

へ
。
（
中
央
図
書
館
）

婚
前
セ
ミ
ナ
ー

～
よ
き
配
偶
者
と
共
に
～

小
倉
公
民
館
で
は
、
若
い
世
代

の
結
婚
と
生
活
の
在
り
方
を
考
え

ま
す
。
青
年
男
女
は
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
▼
時
間

・
：
午
後
2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：

いじめ・体罰110番

電話075－211－0110
★開設期間8月25日～9月25日

午前9時～午後5時（土曜日の午後Ｉ、日曜日休み）

工
芸
・
書
道
・
写
真
・
菊
花

▼
参
加
資
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
市

内
に
通
勤
・
通
学
（
高
校
生

以
上
）
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
。

発
表
の
部
は
団
体
に
限
る

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・

9
月
1
1
一
日
廊
ま
で
に
文
化
祭

実
行
委
員
会
（
社
会
教
育
課

内
・
容
⑩
3
1
4
1
）
へ

（
社
会
教
育
課
）

在
勤
の
青
年
男
女
▼
定
員
・
・
2
0
人

▼
申
し
込
み
・
・
・
8
月
3
1
日
㈲
ま
で

に
小
倉
公
民
館
（
豊
⑩
4
6
8
7
）

へ
電
話
か
来
館
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

リ
ズ
ム
体
操

1
日
教
室

▼
と
章
：
9
月
5
日
出
、
午
前

9
時
半
Å
‥
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

公
民
館
▼
内
容
…
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
リ
ズ
ム
体
操
の
基
本

▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
準

備
・
・
・
運
動
の
出
来
る
服
装
と
靴
、

タ
オ
ル
な
ど
▼
費
用
・
：
無
料
▼
申

お買い

物のめ

やす消

費者物

価20

（8月

分）

し
込
み
・
：
宇
治
公
民
館
（
容
⑤
2

8
0
4
）
へ
▼
主
催
・
：
宇
治
公
民

館
体
操
サ
ー
ク
ル
。
チ
ャ
ー
ム
・

ゝｉ

ゝＳ

1

1．－；

1

－ｊ

－－一一一

一

この公表価格は、8月初めに実施した消費生活モニター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格 詔
価格状況

琵 詣対前月比 対前年比

灯油
18£店頭 795円Ａｌ．ｆ

％▲32．3円900

684

18£配達 836 ▲0．2▲31．9900 750

ガソリン
レギュラー1ｔ現金売り

123 ▲1．6 3．4130 118
ティ■■’シュベ－－ノぐ－，400枚入1箱｛クリネックス・スコッテイ）

154 ▲0．6 0 195 118

台所用ラップサランラップ30ｃｍ〉く20ｍ210 ▲5．4Ａ3．2，240 158

アルミホイル25ｃｎｉ〉く8ｍ158 ▲4．2▲3．1 188 125

シャンプー 液体ポリ容器220Ｃ£花王エッセンシャル230 0 0 230 230

洗濯用粉石けん2．4ｋｇ 923 0．2▲8．8 958 850

牛肉
すき焼用中程度100ｇ

395 6．510．3520 320

塩さけ 切身100ｇ 333 2．1 3．1488 260

バレイショ 男爵100ｇ 29 Ａ3．3 16．038 16

キャベツ中里約1ｋｇ 184 ▲Ｉ8．6 6．’4300 100

鶏卵 Ｍサイズパック入10個
129 ▲3．0

▲34．5 145 100

食用油
ｓ清サラダ油｀ポリ容器入1000ｇ

450 ▲5．7Ａ9．3548 318

しよう油キッーコーマン濃ロポリ容器入11263 2．3 3．1278 256

砂糖 上白1ｋｇ 246 ▲0．8▲2．0 268 218

小麦粉 日清小麦粉フラワー1ｋｇ（薄力粉）195 Ａ3．5 ▲5．8228 158
インスタントコーヒーネスカフェエクセラ瓶入150ｇ

931 1．1▲9．3948 895

みそ タヶヤミソ1ｋｇ323▲0．3▲6．4 358 266

食ノゞン
普通品1片（スライスしたもの）

155 0▲7．7 170 128

洗濯代 ワイシャツ白の長そで143 1．4▲11．7 200 100
▲印は減

婚前セミナーの日程表

ミ
ｙ
。
（
宇
治
公
民
館
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
と
き
…
9
月
8
日
㈹
～
1
0
月

2
日
廊
の
火
・
金
曜
日
、
午
後
7

時
半
～
9
時
半
▼
と
こ
ろ
…
西
宇

講 月日
－アーマ

講師

1 9／5出

－この広い空の下で…。

ある男と女の素晴らし

い出合い－（子どもから青年へ）

Ｏ愛と性の心理…行動性

～新しい結婚像とその条件を探る～

京聖都．バ

性ル教ナ

育べ学助

会産婦

学院

増左

井古

繁か゛ず

一子

ささんん

2 9／12出

一輝ける結婚生活ヘー（青年から夫・妻べ）

〇結婚形態としての一夫―妻制度

～家庭での2人の自立と連

帯の原点を踏まえ、夫婦の

関係と性別役割を考える～

3 9／19出

一豊かな家庭・家族生活ヘー．（夫・妻から父・母へ）

○生命を生み育て、生命を次代へ連続する父性愛・

母性愛。核家族から4世代家族（高齢化社会）の課

題を明らかにする。

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

予
約
加
入
受
け
付
け

9
月
1
日
か
ら
開
始

昭
和
六
十
二
年
度
（
共
済
期

間
六
十
二
年
十
二
月
一
日
⊥
八

十
三
年
十
一
月
三
十
日
）
の
交

通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
の
一

斉
予
約
加
入
受
け
付
け
が
、
九

月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

制
度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
や

火
災
に
備
え
て
会
費
を
出
に
Ｘ
Ｅ

『
い
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
や

火
災
に
遭
っ
た
人
を
救
済
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
。
詳
と
は
、

加
入
申
し
込
み
書
に
同
封
の

「
し
お
り
」
を
お
読
み
く
だ
さ

い
。

な
お
、
既
加
入
者
に
つ
い
て

も
両
共
済
共
、
十
一
月
三
十
日

で
期
間
満
了
と
な
り
ま
ず
。
再

治
中
学
校
▼
対
象
…
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上
の
人

▼
定
員
・
：
3
5
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
市
民

烋
目
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電

話
で
。
吊
民
体
育
課
）

肥
満
学
級

肥
満
の
傾
向
に
あ
る
人
と
そ
の

家
族
が
対
象
で
す
。

▼
と
き
・
：
○
―
回
目
＝
9
月
2
2

日
㈹
、
午
後
零
時
半
○
2
回
目
＝

9
月
3
0
日
閑
、
午
前
1
0
時
半
（
2

回
連
続
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健

所
▼
内
容
・
：
「
肥
満
の
話
」
、
「
食

べ
る
こ
と
と
心
の
健
康
」
、
「
試
食

と
栄
養
の
昂
、
「
生
活
の
中
に
運

動
を
」
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
保
健

所
（
ａ
⑤
2
1
9
1
）
へ
。

（
宇
治
保
健
所
）

〈
共
済
会
費
〉

交
通
災
害
共
済
1
人
五
百
円

火
災
共
済
―
世
帯
1
口
五
百

円
、
2
口
千
円
。
’
。

〈
申
し
込
み
〉

田
ぼ
ぼ
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
加
入
く
だ
さ
い
。
、

剛
町
内
・
自
治
会
長
さ
ん
を
通

じ
て
（
1
0
月
3
1
日
ま
で
）
。

剛
一
市
内
各
銀
行
、
信
用
金
庫
、

農
協
、
相
互
銀
行
の
本
・
支

店
、
出
張
所
の
窓
口
で
。

ぼ
市
役
所
交
通
労
政
課
の
窓
口

で
。
（
交
通
労
政
課
）

前期は8月31日まで

登録はお早く

市
で
は
、
省
資
源
を
目
的
と

し
て
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
の
前
期
の
受

け
付
け
は
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
現
在
、
左
記
の
商
品

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
ず
。
希
望
・

提
供
の
品
物
が
あ
れ
ば
、
今
す

ぐ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

パ
イ
プ
い
す
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ
″
ド
、
口
″
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

ー
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
ラ
ジ

オ
カ
セ
″
ト
雀
用
ク
ー
ラ
ー
、

食
器
乾
燥
器
。
電
子
炊
飯
ジ
″

Ｉ
、
ヘ
ヤ
ー
ド
レ
″
サ
ー
、
除

湿
器
、
蛍
光
灯
、
掃
除
機
、
電

子
オ
ル
ガ
ン
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
、

ガ
ス
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、

2
0
勺
女
子
自
転
車
、
お
ま
る
、

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
、
カ
ー
シ
ー
ト

ラ
ッ
ク
、
ベ
ビ
上
フ
ッ
ク
、
ベ

ビ
ー
用
蚊
帳
、
ペ
ビ
ー
バ
ス
、

メ
リ
ー
ゴ
上
フ
ン
ド
、
ベ
ビ
ー

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ

″
ド
、
長
ぐ
つ
、
ハ
イ
チ
ェ
ア

ー
、
囲
碁
セ
″
ト
、
水
槽
セ
″

ト
、
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ト
、
ス
キ

ー
ぐ
つ
、
ス
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
、

精
米
器
、
編
み
機
、
ス
チ
ー
ム
サ

ウ
ナ
、
い
草
布
団
、
足
踏
み
ミ

シ
ン
、
寝
頭
書
見
器
、
和
文
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
あ
ん
ま
機
。

〈
譲
っ
て
欲
し
い
〉

本
箱
、
座
い
す
、
シ
ン
グ
ル

ベ
″
ド
、
二
段
べ
″
ド
、
パ
イ

プ
い
す
、
応
接
セ
″
ト
、
げ
た

箱
、
オ
ー
ブ
ン
、
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
、
家
具
調
こ
た
つ
、
ミ
キ
サ

ー
、
ク
ー
ラ
ー
、
小
型
冷
蔵
庫
、

も
ち
つ
き
機
、
炊
飯
器
、
窓
用

ク
ー
ラ
ー
、
大
人
用
自
転
車
、

自
転
車
侈
ヱ
押
こ
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
、

カ
ー
シ
ー
ト
ラ
ッ
ク
、
ス
ケ
ー

ト
、
健
康
器
具
、
ボ
ー
ト
こ
ぎ

運
動
具
、
”

ワ
ー
プ
ロ
、

ト
ッ
カ
ー
。

学
習
机
、
ミ
ニ
ス

（
商
工
観
光
課
）

762

使
用
済
み
乾
電
池

分
別
回
収
に
ご
協
力
を

コ’＝定点をソ

ふ胎1
ぐ匹璽璽

＠

＠（

゛
市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
筒
型

乾
電
池
を
有
害
ゴ
ミ
と
し
て
分
別

回
収
し
て
い
ま
す
。
筒
型
乾
電
池

の
回
収
は
、
使
用
済
み
乾
電
池
の

増
加
や
含
有
水
銀
に
よ
る
環
境
汚

染
監
置
す
る
た
め
、
昭
和
五
十

九
年
十
一
月
か
ら
開
始
。
現
在
ま

で
約
三
十
ノ
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

収
集
作
業
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の

収
集
日
の
う
ち
月
・
火
・
水
曜
日

に
当
た
る
日
に
、
一
般
の
ゴ
ミ
と

区
別
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
不
用
に
な
っ
た
筒
型
乾
電

池
は
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
ロ
を
し
っ
か
り
縛
り
、
燃
え

る
ゴ
ミ
と
は
区
別
し
て
定
点
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。

収
集
し
た
乾
電
池
は
、
城
南
衛

生
管
理
組
合
の
折
居
清
掃
工
場
へ

運
ば
れ
、
保
管
庫
竺
定
期
間
集

積
し
た
後
、
北
海
道
に
あ
る
水
銀

回
収
処
理
業
者
に
安
全
な
処
理
を

委
託
し
て
い
毒
司

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
乾
電
池
の

廃
棄
方
法
を
必
ず
守
っ
て
い
た
だ

き
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
ボ
タ
ン
型
電
池
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
ボ
タ
ン
電
池
回

収
箱
（
電
気
機
械
・
器
具
店
、
カ

メ
ラ
店
、
時
計
店
な
ど
に
設
置
）

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
（
清
掃
事
務
所
）

不用品情報センター

8月22日太陽が丘

主
演
団
体
　
出
展
作
品
を

募
集
出
展
作
品
妻
Ｉ
集
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